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2
0
2
0
年
秋
ま
で
に
完
成
す
る
確
証

を
得
た
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
不
安
が
募

っ
た
」
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
県
は
、
本
島
南
東
部
に
あ
る
西
原

町
と
与
那
原
町
に
ま
た
が
る
中
城
港

湾
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
に
、
延
べ
床
面

積
7
万
2
0
0
0
平
方
㍍
で
、
広
さ

3
万
平
方
㍍
の
展
示
室
と
7
5
0
0
平

方
㍍
の
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
た

M
I
C
E
施
設
を
建
設
す
る
計
画
を
持

つ
。
整
備
事
業
費
は
5
1
3
億
円
で
、
20

年
9
月
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

　
建
設
計
画
が
こ
こ
ま
で
停
滞
し
て
い

る
の
は
、
5
0
0
億
円
を
超
え
る
整
備

事
業
費
の
8
割
を
、
沖
縄
振
興
一
括
交

付
金
の
う
ち
ソ
フ
ト
事
業
を
対
象
と
す

る
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
で
充

て
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
だ
。

一
括
交
付
金
は
「
沖
縄
の
実
情
に
即
し

て
よ
り
的
確
か
つ
効
果
的
に
施
策
を
展

開
す
る
た
め
、
沖
縄
振
興
に
資
す
る
事

業
を
県
が
自
主
的
な
選
択
に
基
づ
い
て

実
施
で
き
る
」（
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
）
交
付
金
で
あ
る
。
特
別
推
進

交
付
金
が
対
象
と
す
る
主
な
事
業
は
、

観
光
の
振
興
、
情
報
通
信
産
業
の
振

興
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
雇
用
促
進
、

人
材
育
成
な
ど
だ
。
つ
ま
り
、
直
接
的

な
ハ
ー
ド
整
備
に
使
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
た
だ
、
M
I
C
E
施
設
の
よ
う
な
ハ

ー
ド
整
備
に
、
全
く
使
え
な
い
わ
け
で

は
な
い
。「
沖
縄
振
興
に
資
す
る
ソ
フ

ト
事
業
」
な
ど
と
い
う
名
目
で
「
ソ
フ

ト
に
付
随
す
る
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
で
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
」（
県
観
光
整

備
課
）
の
が
実
情
だ
。
従
っ
て
、
事
業

を
推
進
す
る
上
で
重
要
と
な
る
の
は「
一

括
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
理
由
付
け

建
設
す
る
方
針
は
変
わ
ら
ず

し
か
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
停
滞

　
こ
と
し
6
月
16
日
、
県
は
行
政
関
係

者
の
ほ
か
経
済
界
な
ど
19
団
体
を
招
い

て
「
第
４
回
沖
縄
M
I
C
E
戦
略
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
仮
称
）設
立
検
討
会
」

を
開
き
、
今
後
10
年
間
の
M
I
C
E
振

興
の
戦
略
案
を
発
表
し
た
。
併
せ
て
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
活
用
し
た
地
域
経
済
の
活

性
化
に
産
学
官
が
連
携
し
て
取
り
組
む

た
め
、
7
月
25
日
に
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
設
立
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
参
加
者
に
と
っ
て
検
討
会
は
「
施
設

の
建
設
に
向
け
た
今
後
の
動
き
を
知
る

絶
好
の
機
会
」
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

そ
の
期
待
は
外
さ
れ
た
よ
う
だ
。
建
設

に
向
け
た
動
き
が
、
ほ
と
ん
ど
進
展
し

て
い
な
い
こ
と
が
図
ら
ず
も
露
呈
し
た

か
ら
で
あ
る
。

　
戦
略
案
の
主
な
内
容
は
、
M
I
C
E

開
催
の
前
後
に
お
け
る
産
業
視
察
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
歴
史
的
な

建
造
物
や
文
化
施
設
な
ど
を
開
催
場

所
と
す
る
「
ユ
ニ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
の

開
催
な
ど
、
完
成
後
の
活
用
方
法
だ

っ
た
。
関
係
者
か
ら
は
「
県
が
目
指
す

沖縄県が示したMICE施設の完成予想図

M
I
C
E
施
設
の
2
0
2
0
年
完
成
に〝
黄
信
号
〟

財
源
確
保
で
き
ず
始
動
メ
ド
立
た
ず

カ
ギ
握
る
の
は「
採
算
性
の
根
拠
」

AREA FOCUS
沖縄①　

本
島
南
東
部
の
西
原
町
と
与
那
原
町
に
ま
た
が
る
中
城
湾
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
地
区
に
大
型
M
I
C
E
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
を
県
が
発
表
し
た
の
は
、

２
０
１
５
年
5
月
だ
っ
た
。2
年
以
上
が
経
過
し
、地
域
経
済
を
活
性
化
す

る
起
爆
剤
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、想
定
ど
お
り
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
進
ん
で
い
な
い
。県
は
財
源
と
し
て一括
交
付
金
を
活
用
す
る
方
針
だ
が
、

「
採
算
性
に
根
拠
が
な
い
」と
し
て
国
が
認
め
な
い
こ
と
が
最
大
の
要
因
だ
。

20
年
9
月
の
完
成
に
向
け
て〝
黄
信
号
〟が
と
も
っ
て
い
る
。
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と
事
業
の
採
算
性
」（
同
課
）
と
な
る
。

　
県
が
現
在
、
内
閣
府
と
の
間
で
「
確

実
に
事
業
の
採
算
が
確
保
で
き
る
か
、

特
に
需
要
推
計
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

て
い
る
」
の
も
、
国
が
一
括
交
付
金
の

担
保
を
求
め
て
い
る
た
め
だ
と
言
え
る
。

県
は
「
一
括
交
付
金
の
交
付
が
決
定
す

れ
ば
直
ち
に
基
本
設
計
に
取
り
掛
か
り
、

18
年
度
か
ら
工
事
に
着
工
し
た
い
」
と

し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
こ
の
発
言
を

担
保
す
る
ま
で
の
状
況
に
は
至
っ
て
い

な
い
の
が
実
情
だ
。

　
こ
う
し
た
県
の
対
応
に
「
前
年
度
の

失
敗
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う

意
見
も
あ
る
。「
失
敗
」
と
は
、
県
が
一

括
交
付
金
を
活
用
し
て
西
原
町
の
町
有

地
を
購
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
交
付
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
16
年
度
の
購
入
を
見

送
っ
た
こ
と
を
指
す
。
内
閣
府
に
よ
れ

ば
、
そ
の
理
由
は
「
需
要
の
見
通
し
が

不
確
実
で
、
事
業
の
採
算
性
が
見
通

せ
な
い
中
で
、
土
地
購
入
費
と
し
て
一

括
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
括
交
付
金
充
当
額
5
億
7
0
0
0
万

円
が
不
要
に
な
っ
た
。
一
括
交
付
金
に

は
財
務
省
な
ど
か
ら
厳
し
い
目
が
向
け

ら
れ
て
い
る
だ
け
に
「
県
に
と
っ
て
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
」（
地
元
経
済
人
）。

計
画
の
始
動
は
2
0
1
2
年

５
候
補
か
ら
東
海
岸
に
決
定

　
そ
も
そ
も
県
が
M
I
C
E
戦
略
の
構

想
に
着
手
し
た
の
は
、
前
知
事
の
仲
井

眞
弘
多
氏
の
時
代
だ
っ
た
。
観
光
産
業

の
振
興
を
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
、

入
域
観
光
客
数
1
0
0
0
万
人
を
達
成

す
る
手
段
と
し
て
M
I
C
E
誘
致
を
打

ち
出
し
た
。
12
年
度
に
県
は
、
大
型
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
つ
い
て
調
査
し
①
ホ
テ

ル
や
商
業
施
設
な
ど
周
辺
地
域
の
産

業
集
積
②
那
覇
空
港
か
ら
30
分
圏
内

の
立
地
─
な
ど
を
挙
げ
て
基
本
構
想
の

策
定
に
乗
り
出
し
た
。

　
県
の
こ
う
し
た
動
き
に
最
初
に
呼
応

し
た
の
は
与
那
原
町
と
西
原
町
だ
っ
た
。

さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
建

設
の
推
進
を
辺
野
古
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
人
質
に
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
見
方
は
多
い
。一方
で
「
複
数
の一括

交
付
金
の
対
象
事
業
が
あ
る
中
で
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
計
画
だ
け
を
遅
延
さ
せ
る
理

由
は
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　
こ
と
し
2
月
、
県
は
「
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
し
た
ほ
か
、
4
月
に
は

Ｄ
Ｂ
Ｏ
（
設
計
・
建
設
・
運
営
）
方
式

に
よ
る
「
沖
縄
県
大
型
M
I
C
E
施
設

整
備
運
営
事
業
者
」
に
大
林
組
を
代

表
企
業
に
15
社
で
構
成
す
る
グ
ル
ー

プ
を
選
定
し
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で

で
き
る
の
は
こ
こ
ま
で
だ
。
道
路
な
ど

の
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
含
む
都
市
計
画
や

港
湾
計
画
の
見
直
し
、
M
I
C
E
関
連

施
設
の
誘
致
や
選
定
な
ど
、
早
け
れ
ば

16
年
度
末
に
も
始
動
す
る
予
定
だ
っ
た

事
業
は
予
算
が
確
保
で
き
な
い
た
め
に

着
手
で
き
て
い
な
い
。

　
県
は
「
完
成
時
期
に
は
間
に
合
わ
せ

た
い
が
、
現
状
の
進
ち
ょ
く
度
合
い
で

難
し
い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
」
と
語

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
時
間
の
経
過
と

と
も
に
「
緑
と
海
辺
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

を
活
用
し
た
、
交
流
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
豊
か
な
ま
ち
」
の
20
年
実
現
が
厳
し

い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確

か
だ
。

東
海
岸
地
域
（
通
称
・
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

東
浜
）
の
市
町
村
と
の
連
携
や
周
辺
施

設
の
充
実
を
P
R
し
、
住
民
大
会
も
開

催
し
た
。
15
年
2
月
に
は
、
両
町
に

中
城
村
と
北
中
城
村
を
加
え
た
4
町

村
で
構
成
す
る
「
東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ

イ
ズ
推
進
協
議
会
」（
会
長
・
古
堅
國

雄
与
那
原
町
長
）
が
発
足
し
た
。
そ
の

後
、
那
覇
市
や
宜
野
湾
市
、
豊
見
城
市
、

浦
添
市
が
M
I
C
E
施
設
の
誘
致
に
名

乗
り
を
上
げ
た
。

　
当
初
は
、
那
覇
空
港
に
近
く
、
十

分
な
広
さ
の
用
地
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

か
ら
豊
見
城
市
の
豊
崎
地
区
が
最
も

有
力
視
さ
れ
た
が
、
仲
井
眞
氏
は
任
期

中
の
決
定
を
見
送
っ
た
。
15
年
5
月
に
、

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
東
浜
を
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
建
設

地
に
選
定
し
た
の
は
、
14
年
12
月
に
知

事
に
就
任
し
た
翁
長
雄
志
氏
で
あ
る
。

　「
豊
崎
に
勝
て
る
要
素
は
将
来
、
埋

め
立
て
に
よ
る
拡
張
が
可
能
な
こ
と
ぐ

ら
い
」（
地
元
経
済
人
）
と
さ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
選
ば
れ
た
の
は
、
同
エ
リ

ア
を
発
祥
の
地
と
す
る
金
秀
グ
ル
ー
プ

会
長
の
呉
屋
守
将
氏
が
知
事
選
で
支

援
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
〝
論
功

行
賞
〟
と
も
言
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ま
な
い

背
景
に
、
米
軍
普
天
間
基
地
の
辺
野

古
移
設
問
題
を
め
ぐ
る
翁
長
雄
志
知

事
と
政
府
と
の
関
係
の
悪
化
も
あ
る
と

MICE施設の建設を予定する「マリンタウン東浜」


